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る。著者 F. マルナスは 1889 年（9 ヵ月間）、1893 年（数年）、1908 年の
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としてフランスで
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であり、語り伝えたいこと

























































『高木覚書』 『復活史』 『守山覚書』『宣教 50 年』 『旅の話』
A 〇 〇 ― ― 〇
B 〇 〇 ― ― 〇
C 〇 〇 ― ― 〇
D 〇 〇 〇 △ 〇
E‒1 〇 〇 〇 △ 〇
E‒2 ― ― 〇 ― 〇
F ― ― 〇 ― 〇
G 〇 〇 〇 ― 〇
H‒1 〇 〇 ― ― ―
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写し記録したか






















































































それに引けを取らず、あの 16 世紀末から 17 世紀初頭にかけて起こった
二十六聖人や二百五福者たちの受けた痛みと苦しみと同じである
















が 1867 年の「四番崩れ」であった。第一次移送（1868 年（明治元年）5
月）では、浦上キリシタンの中心人物たち 114 名が、長州藩 66 名、津和
野藩 28 名、福山藩 20 名と、それぞれ流配された。その後、約 3300 名が
検挙され、第二次移送（1869 年 12 月 4 日）が行われた。流配先は、名
古屋、和歌山、金沢、松江、津和野、岡山、広島、福山、高知、萩など、
名古屋以西の有力各藩が割り当てられた。本論で言及される津和野藩に
は、第一次移送の 28 名と第二次移送の 125 名、合計 153 名が流配された。
（2） マルナス、F.『日本キリスト教復活史』（久野桂一郎訳）、みすず書房、1986
年［Marnas, F., La “Religion de Jésus” (Iaso ja-kyō) ressuscitée au Japon dans 




















（7） 高木慶子『高木仙右衛門の研究』、思文閣、2013 年、32–33 頁。
（8） 同書、33 頁。
（9） 日本滞在中は大阪名誉司教総代理（vicaire général honoraire）を務め、





（13） パチェコ・ディエゴは、この執筆年を 1908 年としているが（パチェコ・
ディエゴ編『守山甚三郎の覚え書』二十六聖人記念館、 1964 年、 5 頁）、
ここでは高木慶子の研究成果に依拠する（高木、前掲書、35 頁）。










html、2014 年 9 月 5 日）。筆者はこの証言者への聞き取り調査を 2014 年























【参考資料 1】“ 氷責め ” に関する記述（抜粋）の対観表



















































































































【参考資料 1】“ 氷責め ” に関する記述（抜粋）の対観表
『高木覚書』1879 年 マルナス『日本キリスト教復活史』1896 年 『守山覚書』1918 年 浦川和三郎『旅の話』1938 年
?
?
?
?
寒さは体中を針で刺すが如くござ
りました。その時おらしょを声一杯
におめいて申しましたところが役
人腹を立ててその上四方より水を
くりかけられました。
彼が立ち上がると、腰まで水があった。直ぐに彼は手をあわせ
て祈り出した。これを見て、そこにいた人たちは彼に悪口を浴び
せかけた。落ち着いて耐え忍んでいる態度が彼らには我慢でき
なかった。寒さは極めて厳しく、可愛そうな信仰告白者の身体は
痙攣して震えた。彼の激しい震えのため、彼はやがてもう口がき
けなくなった。しかし彼は合掌を続け、目を天に向けていた。役
人は彼に座るよう命じた。彼は跪いた。水は彼の口にまで達して
いた。しかし手を合わせたまま上に上げ、まだ祈っていた。だん
だんと彼の体は感覚を失い、手は下がったが、彼の心だけは相
変わらず神に向けられ、最後まで彼の苦しみを支えて下さる神の
力を彼は期待していた。刑吏は見物人を喜ばせるために、彼の頭
上に水を掛けた。この水は彼の目や耳の中にまで入り、彼はひど
く苦しんだ。彼の顔は蒼白となり、彼の体は次第に衰え、もう少
しで死にそうになった。彼自身にもそれが分かった。しかし、役
人はこの拷問で彼の命を奪う事になるのを望まず、立ちあがって
水から出るように命じた。
その時氷は破れ、あちこちを泳いで回れども、深く
て、背は届かず、真ん中に浅瀬あり、われの顎まで
浸かり、その時天を眺め、手を合わせ、サンタマリヤ
に訴訟の御取次をたのみ、イエズスの御供を願い、
仙右衛門さんハ『天にまします』の祈りを申し上げな
さる、わたくしハ身を献げる祈りを申しまする。その
時役人が申すには、「仙右衛門、甚三郎、天主が目
にかかるか。さあ、どうか」とあざけりました。
その時つらに水をくり投げつけ、息の取られんように
致しました。それよりだんだん体は冷え凍り、だんだ
ん震えがきまして、歯は、がちがちになり、そこに仙
右衛門殿申さるにハ、「甚三郎、覚悟はいかが、わ
たくしは目が見えの。世界がくるくる回る。どうぞわ
たくしに気を付けて下され。」もはや、息が切れんと
する時にあたりて、役人が申す事に、「早く上げろ」
と言いつけたり、
池はなかなか深い。頭まで没してしまう。泳ぎ回って
見ると、幸い真ん中に浅瀬があって、アゴまで来る。
役人は白洲にズラリと居並び、さも気持ちよさそうに
見物している。時々長柄の柄杓でザアザアと水をか
ける。二人は天を仰ぎ両手を合わせた。仙右衛門は
「天ニ在ス」を、甚三郎は「身を献ぐるおらしょ」を
称える。役人らは座敷から「仙右衛門、甚三郎、デ
ウスが見えるか」とあざける。両人は何とも答えない。
もうこれが最期だと覚悟して一心に祈っている。彼ら
の落ち着きはらった態度が、役人らのシャクに触っ
たと見え、「頭にもっと水をかけい、水をかけい」と
叫び、さんざん毒舌を浴びせる。時間はどのくらいで
あったか、随分長かったように思われた。寒さは骨
髄にてっした。身体が震えだしてやまない。ことに仙
右衛門は老体である。数日来熱を病み、疲れ果てて
いたので、苦しさがひとしお強く身にこたえる。両手
をきつく組み合わせて天を仰ぎ、一心不乱に祈って
いはいるが、しかし身体は次第に感覚を失った。両
手はだんだん下がって来た。心までが遠くなった。役
人は相変わらず水をザアザアと浴びせる。それが目
に入り、耳に入り、キリで刺されるように覚える。今
はもう顔色が蒼黒くなってきた。甚三郎は気づかって
「仙右衛門さん」と声をかけてみた。早や舌の根が
こわばっている。「甚三郎、もう世界がキリキリ回る
よ。わしはこのまま行くが、お前は覚悟できたか」と
言う。実際ここ数分間で生命は無いものと思われた。
? このとき役人ども、「こふして置い
ても死ぬる、又あげても死ぬるに
よって早く上げよ」というて池から
上げられて、又元の責場所に据へ
られて「これでも勘弁はつかぬか」
と申されました。
しかし、彼が身を動かそうとしても、どうにもならなかった。彼
の全身は冷え切り、力尽き、動く事が出来なかった。しかしつい
に最後の力をふるって、立ち上がり、池から出た。
随分長く思われた（約 2 時間）。
その時警護の役人「早く上がれ」と申したれど、「今
宝の山ニあがりておるからには、この池の中より上が
られん。」と言うておる内に、三間ばかりの竹の先に
かぎを付け、かぎの先に髪毛を巻きつけ、力に任せ
て引き寄せたり。それより氷の中より引き上げ、
役人はそれを見て、「甚三郎、仙右衛門上がれッ」と
大音をかけた。
仙「甚三郎、宝の山に入っておるぞ。必ず上がると
いう心を持つな。上がらぬぞ。今日は二人手を引き
合って行くのだよ」
と、仙右衛門は廻らぬ舌を廻して甚三郎をはげまし
た。役人の声が掛かっても二人は上がらぬ。上がろ
うとしても実際上がる力もない。すると三間半ばかり
もあろうかと思われる竹の先端にカギをつけ、それ
で二人の頭髪をグルグルと巻いて引き上げた。
? 又甚三郎と云う人池に入れられま
した。その間私御吟味を受けまし
た。
この苦しみを受けたのは彼だけではなかった。彼のもう一人の仲
間の甚三郎という男も、すぐ後に同じような目に遭ったが、
仙右衛門はもとノところに入る、甚三郎ハ町ノかんし
んの物のおるところの三尺牢屋に入りて、厳重に致
せ」と言いつけたり。
役人「仙右衛門はそのままもとの牢に帰れ。甚三郎
は年こそ若けれ、他人の妨げをする、三尺牢にたた
きこめ」と下知した。
?????又その中甚三郎の父国太郎と云う
人もその池に入れられました。その
次に土井の友八と云う人が池に入
れられました。それから松五郎と
云う人は池入りの替わりに他の牢
屋にやられました時三日の間食べ
ずにおりました。
彼と同じように棄教しなかった。その後、中野の国太郎と平の又
市がこの苦しみを受ける番になった。
